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第
十
四
回
「
心
の
つ
ど
い
in
比
叡
山
」（
一
隅
を
照
ら

す
運
動
総
本
部
主
催
）
を
比
叡
山
延
暦
寺
会
館
で
開
催
。

七
月
十
日
、
十
一
日
の
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
一
般
公
募

で
募
っ
た
男
女
三
十
二
名
が
参
加
し
た
。

　

一
日
目
に
は
、
開
講
式
が
行
わ
れ
た
後
、
諸
堂
参
拝
と

し
て
無
動
寺
谷
明
王
堂
を
参
拝
し
た
。
道
中
参
加
者
は
、

落
語
家
・
露
の
団
姫
師
や
参
加
者
同
士
で
談
笑
し
た
り
、

比
叡
山
の
自
然
豊
か
な
空
気
に
思
い
っ
き
り
浸
っ
て
い
た
。

　

明
王
堂
で
は
、
参
加
者
全
員
で
『
般
若
心
経
』、
回
峰

行
の
始
祖
で
あ
り
明
王
堂
を
建
立
さ
れ
た
相
応
和
尚
の
宝

号
を
お
唱
え
し
た
。
お
つ
と
め
の
後
、
北
嶺
大
行
満
大
阿

闍
梨
・
光
永
圓
道
師
（
延
暦
寺
一
山
大
乗
院
住
職
）
よ
り

御
講
話
い
た
だ
き
、

普
段
な
か
な
か
聞

く
こ
と
の
で
き
な

い
大
阿
闍
梨
様
の

お
話
し
に
全
員
熱

心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

夕
食
の
後
、
露

の
団
姫
師
の
進
行

で
座
談
会
が
開
催

さ
れ
、
横
山
照
泰

一
隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
長
や
綾

小
路
乗
俊
師
（
同

運
動
企
画
運
営
委

員
会
委
員
）
を
囲

み
、
様
々
な
話
で
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。

　

翌
二
日
目
に
は
、
早

朝
五
時
半
よ
り
朝
靄
の

中
、
根
本
中
堂
に
お
い

て
坐
禅
止
観
、
そ
の
後
、

大
書
院
内
の
庭
の
清
掃

を
行
っ
た
。

　

現
在
、
天
台
宗
で
は
、

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

の
期
間
中
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
か
ら
写
経
の

時
間
に
は
『
法
華
経
』

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
納
経
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
参

加
者
は
普
段
使
わ
な
い

漢
字
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
集
中
し
て
一
字
一

字
丁
寧
に
書
き
上
げ
て

い
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
、「
普

段
の
忙
し
い
生
活
の
中

で
自
分
と
向
き
合
う
時

間
が
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
研
修
会
で
は
自
分
自
身
や
家
族
や
仲
間
の
こ
と
な
ど

沢
山
の
こ
と
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

第14回　心のつどいin比叡山
７月10・11日　比叡山延暦寺会館
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■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
神
奈
川
大
会

　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日
、
神
奈
川
教
区

本
部
（
溝
江
光
運
教
区
本
部
長
）
で
は
、
横

浜
市
都
筑
公
会
堂
を
会
場
に
、
一
隅
を
照
ら

す
運
動
神
奈
川
横
浜
大
会
と
し
て
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
、
住
職
・
寺
族
・
檀
信
徒
ら
約

六
百
名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
は
、
天
台
大
師
、
伝
教
大
師
、
恵

心
僧
都
、
相
応
和
尚
の
四
師
を
壇
上
に
祀
り
、

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
神
奈
川
教
区
法
要
が

厳
修
さ
れ
た
。

　

法
要
は
、
教
区
内
寺
院
を
代
表
し
て
溝
江

教
区
本
部
長
が
大
導
師
を
、
副
導
師
に
榎
本

昇
道
教
区
副
所
長
、
小
堀
光
雄
教
区
研
修
所

所
長
が
務
め
ら
れ
、
各
部
研
修
所
幹
事
、
仏

教
青
年
会
の
出
仕
の
も
と
梵
唄
・
散
華
に
て

執
り
行
わ
れ
、
法
要
中
に
は
檀
信
徒
の
代
表

が
お
供
え
物
を
お
祖
師
に
奉
る
伝
供
が
な
さ

れ
た
。
参
加
者
は
、
法
要
を
通
じ
て
お
祖
師

方
の
ご
遺
徳
を
偲
び
信
仰
心
を
一
層
深
め
て

い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

法
要
に
続
い
て
大
会
会
長
の
溝
江
教
区
本

部
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
と
し
て
一
隅

を
照
ら
す
運
動
総
本
部
の
横
山
照
泰
総
本
部

長
、
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
事
務
局
の
今
出

川
行
戒
幹
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
今
出
川
師
か
ら
は
、
大
法
会
に
つ
い

て
特
に
根
本
中
道
改
修
事
業
の
理
解
と
協
力

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
前
十
二
年
籠
山
比
丘
で
延

暦
寺
一
山
円
竜
院
住
職
の
宮
本
祖
豊
師
に
よ

り
「
覚
悟
の
力
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
出
家
得
度
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
師
僧
と
の
出
会
い
、
伝
教
大
師
に
仕
え

る
た
め
に
前
行
と
し
て
行
わ
れ
た「
好
相
行
」

の
、
六
百
日
に
及
び
百
数
十
万
回
続
け
た
壮

絶
な
礼
拝
行
の
様
子
、
十
二
年
籠
山
行
で
の

日
常
な
ど
二
十
年
に
亘
る
比
叡
山
で
の
修
行

生
活
を
も
と
に
話
さ
れ
た
。
参
加
者
に
は
、

宮
本
師
の
言
葉
が
、
心
の
一
服
の
清
涼
剤
に

な
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　

第
三
部
は
、
教
区
本
部
よ
り
神
奈
川
県
社

会
福
祉
協
議
会
と
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総

本
部
へ
浄
財
が
寄
託
さ
れ
、
最
後
に
大
会
実

行
委
員
長
の
宮
本
恵
信
師
よ
り
一
隅
活
動
の
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報
告
が
な
さ
れ
、
榎
本
教
区
副
所
長
の
閉
会

の
辞
に
よ
っ
て
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

○
三
岐
大
会

　

三
岐
教
区
本
部
（
森
喜
良
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
九
日
に
三
重

県
伊
賀
市
の
常
住
寺
（
教
区
宗
務
所
）
を
会

場
に
三
岐
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大

会
を
開
催
し
、
住
職
や
檀
信
徒
百
五
十
名
が

参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
森
教
区
本
部
長
導
師
の
も

と
、
教
区
内
寺
院
住
職
ら
十
七
名
に
よ
り
法

楽
が
勤
め
ら
れ
た
。
法
要
後
、
森
教
区
本
部

長
の
挨
拶
、
木
ノ
下
寂
俊
一
隅
を
照
ら
す
運

動
理
事
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い

て
、
永
年
に
亘
り
天
台
宗
檀
信
徒
会
副
会
長

や
教
区
檀
信
徒
会
会
長
を
勤
め
ら
れ
た
、
三

田
宏
氏
に
こ
れ
ら
の
功
労
に
対
し
感
謝
状
と

記
念
品
が
森
教
区
本
部
長
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
古
典

落
語
の
活
動
で
活
躍
さ
れ
、
一
隅
落
語
・
仏

教
落
語
で
お
な
じ
み
の
、
露
の
団
姫
師
に
よ

る
仏
教
落
語
「
仏
は
君
を
ホ
ッ
ト
ケ
な
い
」

が
披
露
さ
れ
た
。

　

団
姫
師
は
、
小
噺
を
交
え
会
場
を
笑
い
の

渦
に
包
む
込
み
、
落
語
を
通
し
て
「
一
隅
を

照
ら
す
」
精
神
を
巧
み
な
話
術
で
笑
い
を
誘

い
な
が
ら
伝
え
て
い
た
。

　

最
後
に
森
教
区
本
部
長
よ
り
当
日
参
加
者

か
ら
の
浄
財
が
木
ノ
下
理
事
長
に
寄
託
さ
れ

閉
会
と
な
っ
た
。

○
兵
庫
大
会

　

兵
庫
教
区
本
部（
雲
井
明
善
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
九
日
に
兵
庫
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践
発
表
と
し
て
、
檀
信
徒
三
名
が
常
日
頃
の

実
践
活
動
の
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
実

践
者
六
名
に
横
山
総
本
部
長
よ
り
総
本
部
長

賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
作
家
で
高
野
山
真
言
宗
僧
侶
の
家

田
荘
子
師
に
よ
る
「
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
生

き
て
、
生
か
さ
れ
て
…
〜
あ
と
一
歩
前
へ
踏

み
出
し
た
い
あ
な
た
へ
〜
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

大
会
最
後
は
、
兵
庫
教
区
第
五
部
檀
信
徒

会
会
長
の
田
中
満
穂
氏
に
よ
る
挨
拶
で
幕
を

閉
じ
た
。

○
東
京
大
会

　

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
、
東
京
教

区
本
部
（
杜
多
徳
雄
教
区
本
部
長
）
で
は
、

浅
草
公
会
堂
を
会
場
に
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
、
檀
信
徒
ら
約
千

二
百
名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
法
要
で
は
、
輪
王
寺
門
跡
・
寛
永

寺
住
職
神
田
秀
順
大
僧
正
が
大
導
師
を
務
め

ら
れ
、
叡
山
講
福
聚
教
会
東
京
地
方
本
部
会

員
で
和
讃
詠
唱
が
な
さ
れ
、
天
台
聲
明
音
律

研
究
会
、
天
台
雅
楽
会
仏
青
会
員
、
教
区
部

内
よ
り
出
仕
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。
参
加

者
は
、
ご
詠
歌
、
聲
明
、
雅
楽
、
ま
た
、
式

衆
の
所
作
を
通
じ
て
お
大
師
様
へ
の
想
い
を

県
の
姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
第

四
十
六
回
兵
庫
教
区
檀
信
徒
会
総
会
並
び
に

一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
兵
庫
大
会
を
開
催

し
、
檀
信
徒
ら
約
三
百
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
雲
井
教
区
本
部
長
を
御
導
師

に
法
楽
が
行
わ
れ
、
雲
井
教
区
本
部
長
、
続

け
て
、
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本

部
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

檀
信
徒
会
総
会
の
後
、
推
進
大
会
が
行
わ

れ
、
ま
ず
は
じ
め
に
一
隅
を
照
ら
す
運
動
実

深
め
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

法
要
に
続
い
て
神
田
大
僧
正
の
ご
挨
拶
、

杜
多
徳
雄
教
区
本
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
一
隅
を
照
ら
す
運
動
理

事
長
の
木
ノ
下
寂
俊
宗
務
総
長
、
一
隅
を
照

ら
す
運
動
副
理
事
長
の
小
堀
光
實
延
暦
寺
執

行
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
の
横
山
照

泰
総
本
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
と
祖
師
先

徳
鑽
仰
大
法
会
、
根
本
中
堂
改
修
の
理
解
と

協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
杜
多
教
区
本
部
長
よ
り
教
区
内
の
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一
隅
を
照
ら
す
運
動
実
践
者
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
第
一
部
が
閉
じ
ら
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
み
第
二
部
で
は
、「
南
こ
う
せ

つ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
大
会
に
華
を
添

え
て
い
た
。
第
一
部
の
厳
か
な
雰
囲
気
か
ら

一
転
、
南
こ
う
せ
つ
氏
の
歌
唱
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
曲
の
合
間
の
ト
ー
ク
に
も
参
加
者

は
魅
了
さ
れ
、
会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

　

大
会
の
最
後
に
、
教
区
副
本
部
長
の
關
口

晃
成
師
よ
り
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
ご
詠
歌
、

雅
楽
、
聲
明
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
音
楽
、
リ

ズ
ム
溢
れ
る
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

○
信
越
大
会

　

信
越
教
区
本
部（
師
田
香
雪
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
に
善

光
寺
大
勸
進
（
長
野
市
）
の
紫
雲
閣
を
会
場

に
、「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
推
進
大
会
信

越
大
会
を
開
催
し
、
二
百
名
を
超
す
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
福
聚
教
会
信
越
地
方
本
部
に
よ
る

御
詠
歌
が
披
露
さ
れ
た
後
、
師
田
教
区
本
部

長
を
御
導
師
に
参
加
者
全
員
で
法
楽
が
行
わ

れ
た
。

　

続
い
て
、
師
田
教
区
本
部
長
よ
り
主
催
者

の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
来
賓
の
阿
部
昌

宏
総
務
部
長
（
天
台
宗
参
務
）、
獅
子
王
圓

明
総
務
部
長
（
延
暦
寺
副
執
行
）
よ
り
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
陸
奥
教
区
黒
石
寺
住
職
の

藤
波
洋
香
師
を
講
師
に
迎
え
、「
今
あ
る
幸
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せ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
藤
波
師

が
住
職
を
務
め
る
黒
石
寺
の
歴
史
や
、
無
形

文
化
財
で
も
あ
る
黒
石
寺
蘇
民
祭
の
紹
介
に

参
加
者
は
耳
を
傾
け
、
冗
談
を
交
え
た
お
話

し
に
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
吉
澤
道
信
一
隅
を
照
ら
す
運
動

信
越
教
区
本
部
事
務
局
長
よ
り
閉
会
の
辞
が

述
べ
ら
れ
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

○
南
総
大
会

　

南
総
教
区
本
部（
浅
野
玄
航
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
に
千
葉
県

い
す
み
市
の
岬
ふ
れ
あ
い
会
館
を
会
場
に
、

第
十
六
回
南
総
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推

進
大
会
を
開
催
し
、
約
七
百
名
の
参
加
者
が

集
ま
っ
た
。

　

牧
野
安
貢
教
区
檀
信
徒
連
合
会
副
会
長
の

挨
拶
で
開
会
し
た
大
会
は
、
は
じ
め
に
教
区

の
方
々
に
よ
る
御
詠
歌
が
お
唱
え
さ
れ
た
後
、

仏
教
青
年
会
に
よ
る
法
楽
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
仏
教
青
年
会
は
独
自
に
タ
イ
植
林
事
業

な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
説
明
や

会
場
外
で
の
写
真
展
示
な
ど
も
あ
っ
た
。

　

主
催
者
と
し
て
浅
野
教
区
本
部
長
、
稲
垣

弘
教
区
檀
信
徒
連
合
会
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、

細
野
舜
海
天
台
宗
議
会
議
員
、
横
山
照
泰
一

隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
長
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
延
暦
寺
一
山
円
竜
院
住
職

の
宮
本
祖
豊
師
を
講
師
に
迎
え
、「
十
二
年

籠
山
行
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

宮
本
師
は
、
出
家
得
度
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
自
身
が
経
験
さ
れ
た
十
二
年
籠
山
行
な

ど
二
十
年
に
も
わ
た
る
比
叡
山
で
の
修
行
の

日
々
を
話
さ
れ
、
普
段
聞
く
こ
と
の
で
き
な

い
お
話
し
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

宮
本
師
の
講
演
に
対
し
て
、
植
田
行
貴
教

区
檀
信
徒
連
合
会
会
計
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
大
会
は
盛
会
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

○
九
州
西
大
会

　

九
州
西
教
区
本
部
（
甘
井
亮
淳
教
区
本
部

長
）
で
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
に
佐

賀
県
鳥
栖
市
の
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
の
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
・

発
心
会
を
開
催
し
、
二
百
名
を
超
す
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。

　

天
台
宗
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
の
期
間
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
大
会
は
発
心
会
を

実
施
し
た
。
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
事
務
局
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が
発
行
し
て
い
る
『
発
心
の
お
つ
と
め
』
に

則
り
、
参
加
者
全
員
で
お
唱
え
し
、
発
菩
提

心
を
自
覚
し
た
。

　

発
心
会
終
了
後
、
九
州
西
教
区
安
禅
寺
御

住
職
の
松
本
達
淳
師
が
「
心
の
お
掃
除
〜
三

分
間
で
心
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
〜
」
と
題

し
て
法
話
を
さ
れ
た
。

　

法
話
の
中
で
「
感
謝
の
心
を
持
っ
て
『
南

無
大
師
福
聚
金
剛
』
と
三
遍
お
唱
え
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
心
が
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。」
と
ま
と
め
ら
れ
、
冗
談
を
交
え
た

法
話
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

　

最
後
は
、
国
崎
一
潔
同
運
動
教
区
本
部
事

務
局
長
に
よ
る
閉
会
宣
言
に
て
大
会
は
幕
を

閉
じ
た
。

切
手
・
葉
書
を
募
集
中

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
未
使

用
・
使
用
済
み
の
切
手
や
葉
書
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
切
手
は
、
社
会
福

祉
法
人
武
蔵
野
会
（
東
京
都
八
王
子
市
）
に
、

葉
書
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
・

フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都
杉
並
区
）

を
通
じ
て
社
会
福
祉
や
海
外
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
募
集
し
て
い
る
も
の
〉

○
未
使
用
・
使
用
済
み
の
切
手

　

切
手
の
周
り
五
㎜
〜
一
㎝
程
度
の
余
白
を

残
し
て
、
封
筒
や
葉
書
の
紙
ご
と
ハ
サ
ミ
で

切
り
取
り
ま
す
。
消
印
が
鮮
明
で
あ
れ
ば
消

印
部
分
も
一
緒
に
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

外
国
切
手
は
別
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

○�

未
使
用
・
書
き
損
じ
の
葉
書
（
年
賀
状
も

含
む
）

　

収
集
は
お
家
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
仲

間
同
士
で
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

一
隅
を
照
ら
す
身
近
な
実
践
活
動
の
一
つ
で

す
。
集
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
昨
今
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
取

り
巻
く
市
場
環
境
変
化
を
考
慮
し
た
結
果
、

使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
募
集
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



一隅を照らす運動総本部だより　116

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り

117　﻿

─ 9 ─

一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
を
開
催

　

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
二
日
、
天
台
宗

務
庁
（
滋
賀
県
大
津
市
）
に
お
い
て
平
成
二

十
七
年
度
第
一
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
理
事
会
で
は
、

平
成
二
十
六
年
度
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
事

業
報
告
、
各
会
計
の
決
算
等
が
審
議
・
承
認

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
で
は
、
役
員
改
選

が
あ
り
顧
問
に
二
名
の
新
任
が
承
認
さ
れ
た
。

◎ 

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
支
援
金
寄
託

　

平
成
二
十
七
年
八
月
四
日
、
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
二
十
八
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の

集
い
」（
比
叡
山
延
暦
寺
）
に
先
立
ち
、
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
の
募
金
寄
託
式
が
行
わ

れ
た
。

　

こ
の
募
金
は
、毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る「
天

台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
」
に
参
加
し
た
リ

ー
ダ
ー
と
研
修
生
の
小
中
学
生
が
出
し
合
っ

た
募
金
と
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
を

合
わ
せ
た
も
の
で
、
総
額
は
三
百
万
円
。
寄

託
式
で
は
、
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
参

加
研
修
生
の
代
表
よ
り
、
森
川
宏
映
一
隅
を

照
ら
す
運
動
会
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
引

き
続
い
て
森
川
会
長
か
ら
早
水
研
日
本
ユ
ニ

セ
フ
協
会
専
務
理
事
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。
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